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事業者名 公益財団法人肥後の水とみどりの愛護基金

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

　くまもとの水循環（量）と質を守り育む
　取組の成果を伝え共働者を増やし活動を広げる

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれ
の分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3年後）の数値目標
を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

・持続可能な顕彰・助成金制度の継続、活動育成支援（複数
年に亘って助成）の部新設
・アマモ再生研究、ブルーカーボン・クレジット化

・活動育成支援の部：複数年の支援を新規にスタート
　先数目標(2026年度)：2件
・ブルーカーボン： 新規　目標(2026年度)：Jブルーク
レジット認証取得・活用開始

社会

経済

環境

・持続的な地下水涵養に向けた植樹の継続
・阿蘇の草原購入準備と草原地下水涵養維持再生

・植樹の継続
植樹累計本数：現状(2023年度)：154千本
　　　　　　　　 　目標(2026年度)：158千本
・阿蘇の草原購入：新規　現状(2023年度)：０
　　　　　　　　　　          　目標(2026年度)：２０ｈａ

社会

経済

環境

・持続的な地下水涵養に向けた水田湛水事業の継続
・SDGｓに取り組む「稲作ボランティア企業」の拡大
　現状(2023年度)：13企業
　目標(2026年度)：15企業

社会

経済

「県内環境保全団体活動の持続的継続支援」～非営利団体の組織運営を行うマネジメント力と各々の組織を連携させるコーディ
ネート力を高める支援を行う。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

【表彰先数】2021年6先　2022年6先　2023年7先
【アンケート・報告書】済

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

・熊本県内における地下水保全活動先の把握と推薦団体
との情報連携
・次世代を担う若年層への啓発活動の継続

「肥後の水とみどりの愛護賞」毎年５～６先を表彰
歴代受賞者へ「活動実態確認アンケート」を実施、レ
ポートを作成

2021年7月～8月6日にかけて活動実態調査アンケート
を実施し、209先から回答を得た。分析結果をレポートと
し、地方経済総合研究所情報誌2021年11月号に掲載

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・植樹累計15万本
・地下水涵養量調査年3回

前期の指標に対する実績

・持続的な地下水涵養に向けた植樹・稲作事業の継承
・ＩＣＴ活用による「スマート」農業挑戦

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

2022年に植樹目標を達成。その後も植樹と下草刈りを
行い、森林保全・育成を継続
水位計を15台使用し棚田67枚の地下水涵養量を調査

三側面
（分野に☑）

企画展の充実と来館者増強を図るため、文化事業部（肥後
の里山ギャラリー）は、所管を2023年7月1日から肥後銀
行へ移行した

年間スケジュールに基づき、企画展資料展、計5回を開
催中

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

・2022年に目標15万本を達成
・地下水涵養量調査は毎年実施中

・県内の地域文化・芸能の発展・継続、
・調査・研究体制充実による価値創出と活用

企画展年4回　資料展年1回
来館者数の増強

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


